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10mmクロスニコル

10mmオープンニコル

【SKB-2-1(Ts2ユニット)】
○旧海食崖を形成する基盤岩である火山礫凝灰岩由来の礫及び粘土鉱物を主体とし，角ばった砂粒径の砕屑物が少量混じる。
○火山礫凝灰岩礫は，比較的大きな角礫であり，加えて，安山岩及び流紋岩等の円礫が認められる。

①

1mmオープンニコル 1mm

＜拡大写真①＞

クロスニコル

1mmオープンニコル 1mm

＜拡大写真②＞

クロスニコル

②

①

②

安山岩礫

流紋岩礫

：火山礫凝灰岩
由来の礫

③-2 薄片観察-SKB-2-1- 一部修正(R2/4/16審査会合)

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（１）地層区分及びユニット区分
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10mmクロスニコル

10mmオープンニコル

【SKB-2-2(Ts2ユニット)】
○角ばった砂粒径の砕屑物を主体とし，丸みを帯びた砂粒径の砕屑物が少量混じる。また，粒子間に粘土鉱物及び泥粒径の砕屑物が認

められる。
○旧海食崖を形成する基盤岩である火山礫凝灰岩由来の岩片が多く認められる。

①

1mmオープンニコル 1mm

＜拡大写真①＞

クロスニコル

1mmオープンニコル 1mm

＜拡大写真②＞

クロスニコル

②

①

② ：火山礫凝灰岩由来
の岩片

③-2 薄片観察-SKB-2-2- 一部修正(R2/4/16審査会合)

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（１）地層区分及びユニット区分
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クロスニコル 10mm

10mmオープンニコル

【SKB-3-1(Ts1aユニット)】
○旧海食崖を形成する基盤岩である火山礫凝灰岩由来の礫及び粘土鉱物を主体とし，角ばった砂粒径の砕屑物がわずかに混じる。
○火山礫凝灰岩由来の礫は，比較的大きな角礫である。
○最下部にはM1ユニットが認められる。

①

1mmオープンニコル 1mm

＜拡大写真①＞

クロスニコル

1mmオープンニコル 1mm

＜拡大写真②＞

クロスニコル

②

①

②

：火山礫凝灰岩由来
の礫

③-2 薄片観察-SKB-3-1- 一部修正(R2/4/16審査会合)

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（１）地層区分及びユニット区分
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○開削調査箇所(南側)南側壁面の背後法面において，鉛直方向に連続的に火山ガラス及び重鉱物の屈折率測定・主成分分析を実施し
た(測線SKB-a-G※，SKB-d，SKB-d’及びSKB-e)。

○対象箇所は以下のとおり。
・各壁面におけるM1ユニット，Ts3bユニット及び盛土
・M1ユニットに挟在する斜面堆積物であるTs1aユニット，Ts1bユニット及びTs2ユニット

○また，基盤岩(旧海食崖)である火山礫凝灰岩及び砂質凝灰岩についても，上記分析と併せて重鉱物の屈折率分析・主成分分析を実
施した。

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（１）地層区分及びユニット区分

③-3 各種観察・分析・測定結果-火山ガラス及び重鉱物分析-

【火山ガラス分析】
○火山ガラスの屈折率測定・主成分分析の結果，盛土中には，Spfa-1及び洞爺火山灰(Toya)に対比される火山ガラスの混在が認められる

ものの，各ユニットには，洞爺火山灰(Toya)に対比される火山ガラスは認められない。
【重鉱物分析】
○重鉱物(斜方輝石及び角閃石)の屈折率測定の結果，各ユニット中の重鉱物は，いずれも概ね同様な範囲にブロードな頻度分布を呈し，

特有なピークは認められない。
○重鉱物(斜方輝石及び角閃石)の主成分分析の結果，各ユニット中の重鉱物における主元素組成の各分布範囲は，概ね同様である。

○なお，基盤岩を対象とした重鉱物の屈折率分析・主成分分析の結果は，以下のとおり。
・重鉱物(斜方輝石及び角閃石)の屈折率測定の結果，基盤岩は，各ユニットといずれも概ね同様な範囲にブロードな頻度分布を呈し，
特有なピークは認められない。

・重鉱物(斜方輝石及び角閃石)の主成分分析の結果，基盤岩における主元素組成の各分布範囲は，各ユニットと概ね同様である。

※当該測線における重鉱物分析は，屈折率測定のみ実施。



267267 ５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（１）地層区分及びユニット区分

③-3 火山ガラス及び重鉱物分析-調査位置図-

開削調査箇所(南側) 南側壁面の背後法面 壁面スケッチ

M1ユニット

基盤岩

Ts2ユニット

← SE NW →

SKB-d

SKB-d’

SKB-e

Ts1aユニット

Ts1bユニット

Ts3aユニット及びTs3bユニット

SKB-a-G

T-1(盛土)

T-3(砂)

T-2
(礫混じりシルト混じり砂)

開削調査箇所(南側) 南側壁面 火山ガラス分析位置

← NE SW →

Ts3aユニット及び
Ts3bユニット

M1ユニット

盛土

(凡 例)調査項目

： 測線

： 火山ガラス及び重鉱物分析実施箇所

：Ts1a,bユニット
：M1ユニット
：基盤岩

開削調査箇所(南側)平面模式図

南側壁面

南側壁面の
背後法面

：盛土
：Ts3a,bユニット
：Ts2ユニット

SKB-d-Ts

SKB-Ts
(48.9-49.0)

SKB-Ts(47)

SKB-Tl
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③-3 火山ガラス及び重鉱物分析-屈折率測定結果(1/3)-

M1ユニット

Ts2ユニット

M1ユニット

Ts3bユニット

M1ユニット

盛土

EL.約50m

EL.約49m

EL.約48m

EL.約47m

SKB-d’及びSKB-d
火山ガラス及び重鉱物分析結果

一部修正(R2/8/7審査会合)

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（１）地層区分及びユニット区分
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Ts2ユニット

M1ユニット

EL.約49m

EL.約48m

SKB-e 火山ガラス及び重鉱物分析結果

M1ユニット

Ts1bユニット

M1ユニット

Ts1aユニット

③-3 火山ガラス及び重鉱物分析-屈折率測定結果(2/3)- 一部修正(R2/8/7審査会合)

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（１）地層区分及びユニット区分

特 徴 火山ガラス 斜方輝石 角閃石

バブルウォールタイプ・
パミスタイプの
火山ガラス主体

1.494-1.498

1.711-1.761
(1.758-1.761, 
1.712-1.729

bimodal)

1.674-1.684

(参考)洞爺火山灰(Toya)の屈折率(町田・新井，2011より)

Ts3bユニット

SKB-a 火山ガラス及び重鉱物分析結果

M1ユニット

盛土
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③-3 火山ガラス及び重鉱物分析-屈折率測定結果(3/3)- 一部修正(R2/8/7審査会合)

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（１）地層区分及びユニット区分

特 徴 火山ガラス 斜方輝石 角閃石

バブルウォールタイプ・
パミスタイプの
火山ガラス主体

1.494-1.498

1.711-1.761
(1.758-1.761, 
1.712-1.729

bimodal)

1.674-1.684

(参考)洞爺火山灰(Toya)の屈折率(町田・新井，2011より)

Ts(砂質凝灰岩)

基盤岩(測線:SKB-d) 重鉱物分析結果

基盤岩 重鉱物分析結果

Ts(砂質凝灰岩)

Tl(火山礫凝灰岩)
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余白
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※1 町田・新井(2011)，※2 青木・町田(2006)

凡 例

(盛土)

(Ts3bユニット)

(Ts2ユニット)

(Ts1bユニット)

開削調査箇所(南側) 測線SKB-d’，測線SKB-d及び測線SKB-e
火山ガラスの主元素組成(ハーカー図)

Toya ToyaToya

Toya

Toya Toya

Toya

Toya

Spfa-1

Spfa-1

Spfa-1

Spfa-1

Spfa-1
Spfa-1

Spfa-1

Spfa-1

開削調査箇所(南側) 測線SKB-d’，測線SKB-d及び測線SKB-e
火山ガラスのK2O-TiO2図(左図)，K2O-Na2O図(右図)

Toya
Toya

Spfa-1

Spfa-1 ※1

※2

※1

一部修正(R2/8/7審査会合)

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（１）地層区分及びユニット区分

③-3 火山ガラス分析-主成分分析結果(1/2)-

火山ガラス
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開削調査箇所(南側) 測線SKB-a
火山ガラスの主元素組成(ハーカー図)

開削調査箇所(南側) 測線SKB-a
火山ガラスのK2O-TiO2図(左図)，K2O-Na2O図(右図)

※1 町田・新井(2011)，※2 青木・町田(2006)
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③-3 火山ガラス分析-主成分分析結果(2/2)- 一部修正(R1/11/7審査会合)

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（１）地層区分及びユニット区分

火山ガラス
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③-3 重鉱物分析-主成分分析結果(1/4)-

Mg#=100Mg/(Mg+Fe) 

開削調査箇所(南側) 測線SKB-d’，測線SKB-d及び測線SKB-e
斜方輝石Opx 主元素組成(斜面堆積物とM1ユニットの比較)
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５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（１）地層区分及びユニット区分

斜方輝石
Opx
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開削調査箇所(南側) 測線SKB-d’，測線SKB-d及び測線SKB-e
角閃石Ho 主元素組成(斜面堆積物とM1ユニットの比較)

③-3 重鉱物分析-主成分分析結果(2/4)-
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５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（１）地層区分及びユニット区分
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③-3 重鉱物分析-主成分分析結果(3/4)-

Mg#=100Mg/(Mg+Fe) 
開削調査箇所(南側) 測線SKB-d’，測線SKB-d及び測線SKB-e

斜方輝石Opx 主元素組成(斜面堆積物と基盤岩の比較)

Ts3bユニット

凡 例

Ts2ユニット

Ts1bユニット

Ts1aユニット

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（１）地層区分及びユニット区分
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斜方輝石
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開削調査箇所(南側) 測線SKB-d’，測線SKB-d及び測線SKB-e
角閃石Ho 主元素組成(斜面堆積物と基盤岩の比較)

③-3 重鉱物分析-主成分分析結果(4/4)-

Ts3bユニット

凡 例

Ts2ユニット

Ts1bユニット

Ts1aユニット

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（１）地層区分及びユニット区分

砂質凝灰岩

火山礫凝灰岩
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③-4 各種観察・分析・測定結果 -斜長石分析-

○斜長石を用いた屈折率測定・主成分分析を実施した。
○対象箇所は以下のとおり。

・各壁面に認められるM1ユニット，Ts3aユニット及びTs3bユニット
・M1ユニットに挟在する斜面堆積物であるTs1aユニット，Ts1bユニット及びTs2ユニット
・基盤岩(旧海食崖)である火山礫凝灰岩及び砂質凝灰岩

○また，M1ユニットは海成堆積物であるため，比較的遠方の砕屑物が含まれる可能性があることから，敷地の後背地に分布する花崗岩類
(花崗閃緑岩)においても，斜長石分析を実施した(P282参照)。

○屈折率測定及び主成分分析の結果，各ユニットは，以下の状況から，いずれも主に中性斜長石の範囲を示すものが多い特徴を有する。
・M1ユニット，Ts3aユニット，Ts3bユニット，Ts2ユニット及びTs1bユニットは，主に中性斜長石の範囲を示すものが多い。
・Ts1aユニットには，中性斜長石～Caに富む斜長石が認められる。

○これに対し，基盤岩(旧海食崖)である火山礫凝灰岩は，主に中性斜長石の範囲を示すものが多く，砂質凝灰岩には，中性斜長石～Caに
富む斜長石が認められる。

○また，屈折率測定の結果，敷地の後背地に分布する花崗閃緑岩は，Naに富む斜長石の範囲にピークが認められる※ 。

○なお，これらの特徴を踏まえると，各ユニットの供給源は以下のように推定される。
・Ts3aユニット，Ts3bユニット，Ts2ユニット及びTs1bユニットは，火山礫凝灰岩と同様，主に中性斜長石の範囲を示すものが多いことから，
その供給源は，基盤岩(旧海食崖)のうち火山礫凝灰岩由来による影響が大きいものと考えられる。

・Ts1aユニットは，砂質凝灰岩と同様，中性斜長石～Caに富む斜長石が認められることから，その供給源は，基盤岩(旧海食崖)のうち
砂質凝灰岩由来による影響が大きいものと考えられる。

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（１）地層区分及びユニット区分

※敷地の後背地に分布する花崗閃緑岩に認められる斜長石は，屈折率測定の結果，各ユニットにおいて，花崗閃緑岩
と同様な傾向を示すものは認められないことを確認したため，主成分分析については，実施していない。
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開削調査箇所(南側) 南側壁面の背後法面 壁面スケッチ開削調査箇所(南側) 南側壁面の背後法面 壁面スケッチ

M1ユニット

基盤岩

Ts2ユニット

Ts1aユニット

← SE NW →

Ts1bユニット

側溝設置跡(海側壁面)

小段部(海側壁面)

Ts3aユニット及び
Ts3bユニット

開削調査箇所(南側) 南側壁面 壁面スケッチ

← NE SW →

M1ユニット

Ts3aユニット及び
Ts3bユニット

SKB-a

Ts1b

(凡 例)調査項目

： 斜長石分析実施箇所

Ts1a

Ts2SKB-Tl
(火山礫凝灰岩)

③-4 斜長石分析-調査位置図(1/3)-

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（１）地層区分及びユニット区分

：Ts1a,bユニット
：M1ユニット
：基盤岩

開削調査箇所(南側)平面模式図

南側壁面

南側壁面の
背後法面

：盛土
：Ts3a,bユニット
：Ts2ユニット

SKB-Ts
(砂質凝灰岩)



281281

開削調査箇所(南側)側溝設置跡(海側壁面) スケッチ

← SE NW →

横断掘削
箇所①

開削調査箇所(南側)横断掘削箇所① スケッチ

北側壁面

← SW NE → ← NE SW →

南側壁面

SKB-②SKB-⑥ SKB-⑤ SKB-④ SKB-③ SKB-①SKB-⑧ SKB-⑦

横断①北

開削調査箇所(南側) 海側壁面 スケッチ

← NW SE →

北側壁面 南側壁面

← SW NE → ← NE SW →

開削調査箇所(南側)横断掘削箇所③ スケッチ

横断③北

SKB-海側
-SP1.2

SKB-海側
-SP2.2

③-4 斜長石分析-調査位置図(2/3)-

(凡 例)調査項目

： 斜長石分析実施箇所

横断掘削
箇所③

横断掘削
箇所①

横断掘削
箇所③

Ts3bユニット

Ts3aユニット

Ts2ユニット

Ts3aユニット

Ts3bユニット

Ts3aユニット M1ユニット

M1ユニット

Ts3bユニット

Ts3aユニット

M1ユニット

M1ユニット

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（１）地層区分及びユニット区分

(凡例)

：Ts3aユニット
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堀株川

泊発電所

岩内平野

敷地近傍の地質図

共和台地

岩内低地

岩内台地

Loc.A

③-4 斜長石分析-調査位置図(3/3)-

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（１）地層区分及びユニット区分
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③-4 斜長石分析-屈折率測定結果-

○屈折率測定の結果は以下のとおり。
・M1ユニット，Ts3aユニット，Ts3bユニット，Ts2ユニット及びTs1bユニットは，いずれも
中性斜長石を主体とした頻度分布を呈する。

・Ts1aユニットは，中性斜長石～Caに富む斜長石の範囲に頻度分布を呈する。
・基盤岩である火山礫凝灰岩は，中性斜長石を主体とした頻度分布を呈する。
・基盤岩である砂質凝灰岩は，中性斜長石～Caに富む斜長石の範囲に頻度分布を
呈する。

・敷地の後背地に分布する花崗閃緑岩は，Naに富む斜長石の範囲にピークが認めら
れる。

中性斜長石を主体とした頻度分布を呈する

中性斜長石～Caに富む斜長石の範囲に頻度
分布を呈する

Naに富む斜長石の範囲にピークが認められる

SKB-a_Ts3b

SKB-①_Ts3b

SKB-②_Ts3b

SKB-海側-SP1.2_Ts3b

SKB-③_Ts3b

SKB-海側-SP2.2_Ts3b

SKB-④_Ts3b

SKB-⑤_Ts3b

横断①北_Ts3b

SKB-⑥_Ts3b

SKB-⑦_Ts3a

SKB-⑧_Ts3a

横断③北_Ts3a

SKB-a_Ts3a

SKB-①_Ts3a(シルト主体)

SKB-①_Ts3a(砂主体)

SKB-海側-SP1.2_Ts3a(シルト主体)

SKB-海側-SP1.2_Ts3a(砂主体)

SKB-海側-SP2.2_Ts3a

SKB-③_Ts3a(砂主体)

SKB-③_Ts3a(シルト主体)

SKB-④_Ts3a

SKB-⑤_Ts3a

横断①北_Ts3a

SKB-⑥_Ts3a

SKB-a_M1

SKB-①_M1

SKB-②_M1

SKB-海側-SP1.2_M1

SKB-③_M1

SKB-海側-SP2.2_M1

SKB-④_M1

SKB-⑤_M1

横断①北_M1

SKB-⑥_M1

SKB-⑦_M1

SKB-⑧_M1

横断③北_M1

Ts2_上_M1

Ts2_下_M1

SKB-Tl(火山礫凝灰岩)

SKB-Ts(砂質凝灰岩)

Loc.A_Gr(花崗閃緑岩)

Ab oligoclase andesine labradolite bytownite An

Ts1a

Ts1b

Ts2

横断③北_Ts2

1.532 1.544 1.554 1.565 1.573

Naに富む斜長石 中性斜長石 Caに富む斜長石

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（１）地層区分及びユニット区分

凡例

：Ts3bユニット

：Ts3aユニット

：M1ユニット

：基盤岩

：花崗岩類(花崗閃緑岩)

：Ts1b及びTs2ユニット

：Ts1aユニット
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Ts3bユニット Ts3aユニット

③-4 斜長石分析-主成分分析結果(1/3)-

○主成分分析の結果，各ユニット及び基盤岩における斜長石のNa，Ca及びKの含有比は，いずれも屈折率測定の結果と調和的である。
○なお，Ts3aユニット及びM1ユニットにおいて，Naに富む斜長石がわずかに認められるが，Kはほとんど含まない(M1ユニットについては，次

頁参照)。

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（１）地層区分及びユニット区分

Or

Ab An

Or

Ab An

oligoclase andesine labradorite bytownite

Naに富む斜長石 中性斜長石 Caに富む斜長石

Sanidine

(自然界に
存在しない領域)Anorthoclase

KAlSi3O8

(Orthoclase)

Albite
Anorthite

CaAl3Si2O8

(Anorthite)
NaAlSi3O8

(Albite)
oligoclase andesine labradorite bytownite

Naに富む斜長石 中性斜長石 Caに富む斜長石

Sanidine

(自然界に
存在しない領域)Anorthoclase

KAlSi3O8

(Orthoclase)

Albite
Anorthite

CaAl3Si2O8

(Anorthite)
NaAlSi3O8

(Albite)

凡例 凡例
SKB-a_Ts3b SKB-①_Ts3b

SKB-②_Ts3b SKB-海側-SP1.2_Ts3b

SKB-海側-SP2.2_Ts3b SKB-③_Ts3b

SKB-④_Ts3b SKB-⑤_Ts3b

横断①北_Ts3b SKB-⑥_Ts3b

SKB-a_Ts3a SKB-①_Ts3a(シルト主体)
SKB-①_Ts3a(砂主体) SKB-海側-SP1.2_Ts3a(シルト主体)
SKB-海側-SP1.2_Ts3a(砂主体) SKB-海側-SP2.2_Ts3a
SKB-③_Ts3a(砂主体) SKB-③_Ts3a(シルト主体)
SKB-④_Ts3a SKB-⑤_Ts3a
横断①北_Ts3a SKB-⑥_Ts3a
SKB-⑦_Ts3a SKB-⑧_Ts3a
横断③北_Ts3a

斜長石の化学組成と分類に用いた三
角図は，黒田・諏訪(2016)を基に作成
(そのうち，高温で形成された長石
(たとえば火山岩中の長石)を引用)

※Ts3aユニット中にわずかに認められるNaに富む
斜長石については，M1ユニットを侵食した際に
取り込んだ斜長石の可能性がある。

※An10 An30 An50 An70 An90 An10 An30 An50 An70 An90
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SKB-a_M1

SKB-①_M1
SKB-②_M1
SKB-海側-SP1.2_M1
SKB-海側-SP2.2_M1

SKB-③_M1
SKB-④_M1
SKB-⑤_M1
横断①_M1

SKB-⑥_M1
Ts2_上_M1
Ts2_下_M1

SKB-⑦_M1
SKB-⑧_M1
横断③北_M1

Or

Ab An

oligoclase andesine labradorite bytownite

Naに富む斜長石 中性斜長石 Caに富む斜長石

Sanidine

(自然界に
存在しない領域)Anorthoclase

KAlSi3O8

(Orthoclase)

Albite
Anorthite

NaAlSi3O8

(Albite)
CaAl3Si2O8

(Anorthite)

M1ユニット

SKB-a_M1

SKB-①_M1
SKB-②_M1
SKB-海側-SP1.2_M1
SKB-海側-SP2.2_M1

SKB-③_M1
SKB-④_M1
SKB-⑤_M1

横断①_M1

SKB-⑥_M1
Ts2_上_M1
Ts2_下_M1

SKB-⑦_M1
SKB-⑧_M1
横断③北_M1

凡例

敷地の後背地に分布する花崗閃緑岩に認められる斜長石は，屈折率測定の結果，
各ユニットにおいて，花崗閃緑岩と同様な傾向を示すものは認められないことを確
認したため，主成分分析については，実施していない。

③-4 斜長石分析-主成分分析結果(2/3)-

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（１）地層区分及びユニット区分

SKB-Ts(砂質凝灰岩)

Or

An

SKB-Tl(火山礫凝灰岩)

Or

An

oligoclase andesine labradorite bytownite

Naに富む斜長石 中性斜長石 Caに富む斜長石

Sanidine

(自然界に
存在しない領域)Anorthoclase

KAlSi3O8

(Orthoclase)

Albite
Anorthite

NaAlSi3O8

(Albite)
CaAl3Si2O8

(Anorthite)

oligoclase andesine labradorite bytownite

Naに富む斜長石 中性斜長石 Caに富む斜長石

Sanidine

(自然界に
存在しない領域)Anorthoclase

KAlSi3O8

(Orthoclase)

Albite
Anorthite

NaAlSi3O8

(Albite)
CaAl3Si2O8

(Anorthite)

SKB-Tl
(火山礫凝灰岩)

SKB-Ts
(砂質凝灰岩)

凡例

SKB-Ts(砂質凝灰岩)

凡例

SKB-Tl(火山礫凝灰岩)

※M1ユニット中にわずかに認められるNaに富む斜長石については，
敷地の後背地に分布する花崗閃緑岩由来の可能性がある。

※ An10 An30 An50 An70 An90
An10 An30 An50 An70 An90 An10 An30 An50 An70 An90
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Ts2

横断③北_Ts2

Or

Ab An

Ts1b

Or

Ab An

Ts1a

Or

Ab An

oligoclase andesine labradorite bytownite

Naに富む斜長石 中性斜長石 Caに富む斜長石

Sanidine

(自然界に
存在しない領域)Anorthoclase

KAlSi3O8

(Orthoclase)

Albite
Anorthite

NaAlSi3O8

(Albite)
CaAl3Si2O8

(Anorthite)
oligoclase andesine labradorite bytownite

Naに富む斜長石 中性斜長石 Caに富む斜長石

Sanidine

(自然界に
存在しない領域)Anorthoclase

KAlSi3O8

(Orthoclase)

Albite
Anorthite

NaAlSi3O8

(Albite)
CaAl3Si2O8

(Anorthite)

oligoclase andesine labradorite bytownite

Naに富む斜長石 中性斜長石 Caに富む斜長石

Sanidine

(自然界に
存在しない領域)Anorthoclase

KAlSi3O8

(Orthoclase)

Albite
Anorthite

NaAlSi3O8

(Albite)
CaAl3Si2O8

(Anorthite)

Ts1aユニット Ts1bユニット Ts2ユニット

凡例

Ts1b

凡例

Ts2

横断③北_Ts2

凡例

Ts1a

An10 An30 An50 An70 An90
An10 An30 An50 An70 An90

An10 An30 An50 An70 An90

③-4 斜長石分析-主成分分析結果(3/3)-

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（１）地層区分及びユニット区分
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余白
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○Ts3ユニットは，先の「(1)地層区分及びユニット区分」に関する検討において，層相の差異から礫混じりシルト混じり砂を主体とする上部と
シルト混じり砂を主体とする下部に区分される。

○このうち， Ts3ユニット上部は，Ts1ユニット及びTs2ユニットとの類似性並びに旧海食崖に近接している状況から，旧海食崖の局所的な崩
落により堆積した斜面堆積物であると判断される。

○一方で，Ts3ユニット下部は，X線CT画像観察，薄片観察及び硬度測定の結果，M1ユニットとTs3ユニット上部の中間的な特徴が認めら
れ，Ts3ユニット下部の特徴的な層相は他の斜面堆積物には認められない。

○このため，Ts3ユニット下部の詳細観察及び薄片観察を実施し，成因の検討を行った。

【側溝設置跡(海側壁面)距離呈8.5～10.0m付近】(P292～P297参照)
○詳細観察の結果，当該箇所におけるTs3ユニット下部においては，引き伸ばし様の構造を示すシルトの偽礫が認められ，砂のブロックが認

められる場合がある。
○薄片観察の結果，以下の状況が認められることから引き伸ばし様の構造を示すシルトの偽礫は，堆積時に流れの作用によって形成した初

生的な堆積構造であると判断される。
・水平方向に定向配列した砂粒径の砕屑物が認められ，砂のブロックが認められる場合がある。
・粘土鉱物及び砂粒径の砕屑物が層をなしている。
・粘土鉱物からなる基質部においては，粘土鉱物の直線的な配列及び剪断面や複合面構造等の剪断構造は認められない。

【横断掘削箇所①(北側壁面)】(P298～P301参照)
○詳細観察の結果，当該箇所におけるTs3ユニット下部は，わずかにシルトが混じり，下位のM1ユニットに類似した細粒～中粒砂からなり，

葉理等の堆積構造が認められる。
○薄片観察の結果，弱い分級に伴い軽鉱物及び重鉱物が層状をなすことや粒子間に認められる泥粒径の砕屑物の多寡に起因する葉理が

認められる。

【海側壁面距離呈2.0～3.5m付近】(P302～P305参照)
○詳細観察の結果，当該箇所におけるTs3ユニット下部は，わずかにシルトが混じり，下位のM1ユニットに類似した細粒～中粒砂からなり，

葉理等の堆積構造が認められる。
○薄片観察の結果，弱い分級に伴い軽鉱物及び重鉱物が層状をなすことや粒子間に認められる泥粒径の砕屑物の多寡に起因する葉理が

認められる。

①Ts3ユニット下部(Ts3aユニット)の成因に関する検討(1/4)

(次頁へ続く)

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（２）Ts3aユニットの成因及び各ユニットとの関係
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○詳細観察及び薄片観察において確認される下記(ⅰ)の状況に加え，先の「(1)地層区分及びユニット区分」に関する検討においては，
(ⅱ)～(ⅳ)の状況が認められる。
(ⅰ)引き伸ばし様の構造を示すシルトの偽礫や弱い分級に伴い軽鉱物及び重鉱物が層状をなすことや粒子間に認められる泥粒径の砕屑

物の多寡に起因する葉理が認められる。
(ⅱ)砂粒径の砕屑物を主体とし，M1ユニットには認められない粒子間の泥粒径の砕屑物及び粘土鉱物が認められる(P250～P253及

びP258～P261参照)。
(ⅲ)少量であるものの，礫やシルトの偽礫といったΦ20～30mm程度の粒径が大きい砕屑物を含む(P292及びP306参照)。
(ⅳ)Ts3ユニット下部の基底面は，下位のM1ユニットに認められる葉理を侵食している(P308参照)。

○上記の状況から，それぞれ以下の堆積環境が推定される。
(ⅰ)堆積構造が認められることから，流れの作用がある。
(ⅱ)粒子間に粘土鉱物が認められることから，海成堆積物のような恒常的な流れがあった堆積環境ではない。
(ⅲ)シルト混じり砂に少量の粒径の大きい砕屑物を含み，基質支持であることから，比較的短時間で堆積した。
(ⅳ)下位層を侵食することから，静穏な環境で堆積した堆積物ではない。

○以上から，Ts3ユニット下部は，小規模な土砂流によって堆積した堆積物であると判断される。

(前頁からの続き)

○Ts3ユニット下部は，小規模な土砂流によって堆積した堆積物であると判断され，Ts3ユニット上部は，旧海食崖の局所的な崩落によって
堆積した堆積物であると判断されることから，Ts3ユニット下部及び上部は，成因の異なる斜面堆積物である。

○Ts3ユニット下部及び上部は，2つのユニットに区分することが妥当であると判断されることから，以降，Ts3ユニット下部をTs3aユニット，
Ts3ユニット上部をTs3bユニットと呼称し，異なるユニットとして扱う。

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（２）Ts3aユニットの成因及び各ユニットとの関係

①Ts3ユニット下部(Ts3aユニット)の成因に関する検討(2/4)



290290

一部修正(R2/8/7審査会合)①Ts3ユニット下部(Ts3aユニット)の成因に関する検討(3/4)

開削調査箇所(南側) 南側壁面 壁面スケッチ

← NE SW →
Ts3ユニット上部及び下部

側溝設置跡(海側壁面)詳細スケッチ

← SE NW →

開削調査箇所(南側) 南側壁面の背後法面 壁面スケッチ

M1ユニット

基盤岩

Ts2ユニット

Ts1aユニット

Ts1bユニット

Ts3ユニット上部及び下部

Ts3ユニット上部(Ts3bユニット)
Ts3ユニット下部(Ts3aユニット)

Ts3ユニット上部(Ts3bユニット)

Ts3ユニット下部(Ts3aユニット)

：Ts1a,bユニット
：M1ユニット
：基盤岩

開削調査箇所(南側)平面模式図

南側壁面

南側壁面の
背後法面

：盛土
：Ts3a,bユニット
：Ts2ユニット

側溝設置跡
(海側壁面)

(凡例)

：Ts3ユニット下部
(Ts3aユニット)

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（２）Ts3aユニットの成因及び各ユニットとの関係

Ts3ユニット下部及び上部については，
本検討においてTs3aユニット及び
Ts3bユニットに区分されることから，
図中には，両方の名称を記載している。
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側溝設置跡(山側壁面)(詳細は補足説明資料1.1章参照)

一部修正(R2/8/7審査会合)

開削調査箇所(南側)南側壁面の背後法面天端付近スケッチ展開図

側溝設置跡(海側壁面)(詳細はP182～P185参照)

横断掘削箇所①
(詳細はP191参照)

海側壁面(詳細はP186～P190参照)

北側壁面 北側壁面南側壁面 南側壁面

←NW SE→

↑
NE

SW
↓

Ts3ユニット上部
及び下部

M1ユニット Ts2ユニット

Ts3ユニット上部
及び下部

M1ユニット

Ts2ユニット

Ts3ユニット上部
及び下部 M1ユニット

M1
ユニット

Ts3ユニット上部
及び下部

M1ユニット

M1
ユニット

北側壁面 南側壁面

M1
ユニット

Ts2
ユニット

8.0 7.09.0 6.0 5.0 4.0 3.0 -2.02.011.0 10.0 1.0 0.0 -1.0 -3.0m

8.0 7.09.0 6.0 5.0 4.0 2.010.0 1.0 -2.00.0 -1.0 -3.0 -4.0m

8.0 7.09.0 6.0 5.0 4.0 3.0 2.010.0 1.0 0.0m12.0 11.013.0

4.0 5.03.0 6.0 7.0 8.0 9.0 10.02.0 11.0 12.00.0 1.0-1.0 13.0m

-
1
.0

0
.0

m

-
1
.0

m
0
.0

0
.0

m

-
1
.0

m

0
.0

-
1
.0

m

0
.0

m
-
1
.0

M1
ユニット

3.0

Ts2
ユニット

0
.0

1
.0

m
0
.0

1
.0

m

0
.0

1
.0

m
0
.0

1
.0

m

横断掘削箇所②
(詳細はP192参照)

北側壁面 南側壁面北側壁面 南側壁面

M1
ユニット

Ts2
ユニット

M1
ユニット

Ts2
ユニット

Ts3ユニット
下部

Ts3ユニット
下部

Ts3ユニット
下部

Ts3ユニット
下部

Ts3ユニット
下部Ts3ユニット上部

及び下部

黒字の距離呈は，当展
開図における距離呈を，
青字の距離呈は，P182
～P195及び補足説明資
料1.1章に示す各壁面ス
ケッチの距離呈を示す。

【凡例】

横断掘削箇所④
(詳細はP194参照)

横断掘削箇所③
(詳細はP193参照)

横断掘削箇所⑤
(詳細はP195参照)

小段部(海側壁面)(詳細は補足説明資料1.1章参照)

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（２）Ts3aユニットの成因及び各ユニットとの関係

①Ts3ユニット下部(Ts3aユニット)の成因に関する検討(4/4)

側溝設置跡(海側壁面)
距離呈8.5～10.0m付近

Ts3ユニット上部
及び下部

海側壁面
距離呈2.0～3.5m付近

横断掘削
箇所③

横断掘削
箇所④

横断掘削
箇所⑤

横断掘削
箇所②

横断掘削
箇所①

横断掘削
箇所①

横断掘削
箇所② 横断掘削

箇所⑤
横断掘削
箇所④

横断掘削
箇所③

詳細な露頭観察及び
薄片観察実施箇所
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：Ts1a,bユニット
：M1ユニット
：基盤岩

開削調査箇所(南側)平面模式図

：盛土
：Ts3a,bユニット
：Ts2ユニット

○側溝設置跡(海側壁面)距離呈8.5～10.0m付近におけるTs3ユニット下部において，詳細観察を実施した。
○当該ユニットにおいては，シルトの偽礫が認められ，多くは円形～ブロック状の形状であるものの，一部，引き伸ばし様の構造を示す。

①-1 Ts3ユニット下部(Ts3aユニット)の成因に関する検討-側溝設置跡(海側壁面)(1/5)-

側溝設置跡(海側壁面) 距離呈8.5～10.0m付近 写真

← SE NW →

観察方向

調査箇所

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（２）Ts3aユニットの成因及び各ユニットとの関係

側溝設置跡(海側壁面) 距離呈8.5～10.0m付近 詳細スケッチ

← SE NW →

拡大写真①(P294参照)

シルトの偽礫が認められ，多くは円形～ブロック状の形状で
あるものの，一部，引き伸ばし様の構造を示す。
また，少量であるものの，礫やシルトの偽礫といったΦ20～
30mm程度の粒径が大きい砕屑物を含む。
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余白
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①-1 Ts3ユニット下部(Ts3aユニット)の成因に関する検討-側溝設置跡(海側壁面)(2/5)-

○当該箇所に認められる引き伸ばし様の構造を示すシルトの偽礫について，詳細観察結果及び薄片観察結果から，成因の検討を実施する。
○引き伸ばし様の構造を示すシルトの偽礫には，以下の状況が認められる。

・引き伸ばし様の構造を示すシルトの偽礫を含め，シルトの偽礫中には，砂粒子が多く認められる。
・シルトの偽礫には，砂のブロックが認められる場合がある。

拡大写真②(解釈線あり) 2cm

引き伸ばし様の構造を
示すシルトの偽礫の一例。
砂粒子が多く認められる。

シルトの偽礫の内部には，
砂のブロックが認められる
場合がある。

拡大写真③(解釈線あり) 2cm

シルトの偽礫の多くは円形
～ブロック状の形状を示す。
これらにも砂粒子が多く
認められる。

拡大写真①

拡大写真② 拡大写真③

← SE NW →

Ts3ユニット

盛土

M1ユニット

上部

下部

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（２）Ts3aユニットの成因及び各ユニットとの関係

スケッチの凡例はP292参照。

← SE NW →
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①-1 Ts3ユニット下部(Ts3aユニット)の成因に関する検討-側溝設置跡(海側壁面)(3/5)-

拡大写真③(解釈線なし) 2cm拡大写真②(解釈線なし) 2cm

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（２）Ts3aユニットの成因及び各ユニットとの関係
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1mmオープンニコル

＜拡大写真②＞

10mmオープンニコル

① ②

○薄片観察の結果，引き伸ばし様の構造を示すシルトの偽礫においては，以下の状況が認められる。
・黄褐色を呈する粘土鉱物及び少量の丸みを帯びた砂粒径の砕屑物からなり，層をなしている。
・主に粘土鉱物からなる基質部においては，粘土鉱物の直線的な配列及び剪断面や複合面構造等の剪断構造は認められない。
・旧海食崖を形成する基盤岩である火山礫凝灰岩由来の岩片が認められる。
・砂粒径の砕屑物には，水平方向の定向配列が認められる。

5cm

上

薄片試料作成位置写真(壁面奥側)

薄片作成位置

①-1 Ts3ユニット下部(Ts3aユニット)の成因に関する検討-側溝設置跡(海側壁面)(4/5)-

← SE NW →

盛土

M1ユニット

薄片試料採取位置

Ts3ユニット
上部

下部

2mmオープンニコル

＜拡大写真①＞定向配列

火山礫凝灰岩由来の
岩片(P262参照)

外周が
不明瞭な礫

引き伸ばし様
の構造を示す
シルトの偽礫

粘土鉱物
及び砂粒径
の砕屑物が
層をなす

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（２）Ts3aユニットの成因及び各ユニットとの関係



297297

2mmクロスニコル

＜拡大写真①＞

1mmクロスニコル

＜拡大写真②＞

クロスニコル 10mm

① ②

○露頭における詳細観察及び薄片観察の結果，以下の状況が認められることから，シルトの偽礫は，基盤岩の風化物が流された際に砂粒径の砕屑物
を取り込んで形成したものであり，引き伸ばし様の構造は，堆積時に流れの作用によって形成した初生的な堆積構造であると判断される。
・水平方向に定向配列した砂粒径の砕屑物が認められ，砂のブロックが認められる場合がある。
・粘土鉱物及び砂粒径の砕屑物が層をなしている。
・粘土鉱物からなる基質部においては，粘土鉱物の直線的な配列及び剪断面や複合面構造等の剪断構造は認められない。

観察方向イメージ図

観察方向

壁面手前側

壁面奥側

①-1 Ts3ユニット下部(Ts3aユニット)の成因に関する検討-側溝設置跡(海側壁面)(5/5)-

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（２）Ts3aユニットの成因及び各ユニットとの関係
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横断掘削箇所① スケッチ

詳細スケッチ位置

：Ts1a,bユニット
：M1ユニット
：基盤岩

開削調査箇所(南側)平面模式図

：盛土
：Ts3a,bユニット
：Ts2ユニット

調査箇所

拡大写真(解釈線あり)

M1ユニット

Ts3ユニット下部
(Ts3aユニット)

Ts3ユニット上部
(Ts3bユニット)

盛土

10cm

○横断掘削箇所①(北側壁面)におけるTs3ユニット下部において，詳細観察及び薄片観察を実施した。
○当該ユニットは，下位のM1ユニットに類似した細粒～中粒砂からなるものの，わずかにシルトが認められる。
○また，葉理等の堆積構造が認められる。

横断掘削箇所①(北側壁面) 写真

← SW NE →

①-2 Ts3ユニット下部(Ts3aユニット)の成因に関する検討-横断掘削箇所①(1/4)-

葉理等の堆積構造
が認められる

Ts3ユニット下部及び上部については，
本検討においてTs3aユニット及び
Ts3bユニットに区分されることから，
図中には，両方の名称を記載している。

観察方向

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（２）Ts3aユニットの成因及び各ユニットとの関係

拡大写真
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①-2 Ts3ユニット下部(Ts3aユニット)の成因に関する検討-横断掘削箇所①(2/4)-

拡大写真(解釈線なし) 10cm

横断掘削箇所①(北側壁面) 詳細スケッチ

← SW NE →

拡大写真

：Ts1a,bユニット
：M1ユニット
：基盤岩

開削調査箇所(南側)平面模式図

：盛土
：Ts3a,bユニット
：Ts2ユニット

調査箇所

観察方向

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（２）Ts3aユニットの成因及び各ユニットとの関係

横断掘削箇所① スケッチ

詳細スケッチ位置



300300

← SW NE →

横断掘削箇所①(北側壁面) 詳細スケッチ

写真位置

1mmオープンニコル

＜拡大写真①＞

2mmオープンニコル

＜拡大写真②＞水平方向の構造

○薄片観察の結果，以下の状況が認められる。
・丸みを帯びた砂粒径の砕屑物を主体とし，角ばった砂粒径の砕屑物が少量混じる。粒子間に少量の粘土鉱物及び泥粒径の砕屑物が認
められる。

・当該薄片の上部においては，当該箇所に認められる葉理に対応した粒子間に泥粒径の砕屑物が多い箇所が認められる。
・当該薄片の下部においては，軽鉱物及び重鉱物の卓越部が層状をなし，水平方向の構造が認められる。

10mmオープンニコル

Ts3ユニット下部
(Ts3aユニット)

②

①

①-2 Ts3ユニット下部(Ts3aユニット)の成因に関する検討-横断掘削箇所①(3/4)-

薄片試料採取位置

M1ユニット

Ts3ユニット上部
(Ts3bユニット)

盛土

薄片試料
採取位置

← SW NE →

Ts3ユニット下部
(Ts3aユニット)

Ts3ユニット下部及び上部については，本検討にお
いてTs3aユニット及びTs3bユニットに区分されるこ
とから，図中には，両方の名称を記載している。

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（２）Ts3aユニットの成因及び各ユニットとの関係

軽鉱物及び
重鉱物の卓越部

粒子間に認められる
泥粒径の砕屑物が多い
箇所


